
幼保連携型認定こども園への移行に伴う利用定員の設定について 

 

青木こども園（移行前施設名 青木保育園）   南西部（供給過剰区域） 

来年度残る在園児の数（見込）…２号８３人  ３号３８人             

 申請数

（当初） 

利用定員

（調整後） 
積算根拠 

実利用者数 

（3か年平均） 

1号認定 １５ １０ 総数（実績）の 1割     １６５の１割 ＝１７人以下 

園との協議により１０人とする 

 

2号認定 ９０ ９０ ９３（２号利用実績）-１０（1号認定）=８３ 

１０＋８３＋５０＝１４３人（総数）→１５０人（切り上げ） 

１５０-１０-５０=９０ 

９３ 

3号認定 ５０ ５０ 園の申請どおり５０人とする ７２ 

総数 １５５ １５０  １６５ 

 

芦塚下田こども園（移行前施設名 芦塚下田保育園）   南西部（供給過剰区域） 

来年度残る在園児の数（見込）…2号４４人  3号１７人 

 申請数

（当初） 

利用定員

（調整後） 
積算根拠 

実利用者数 

（3か年平均） 

1号認定 １０ ５ 総数（実績）の 1割     ７７の１割 ＝８人以下 

園との協議により５人とする。 

 

2号認定 ５０ ４５ ４１（２号利用実績）-５（１号認定）=３６ 

５＋３６＋２０（申請数）＝６１人（総数）→７０人（切り上

げ） 

７０-５-２０=４５ 

４１ 

3号認定 ２０ ２５ 当初２０人申請であったが、調整後、園が２５人とする

ことを要望する。 

実績が３８人で、かつ３号認定は供給不足であるた

め、園の申請どおり２５人とする。 

３６ 

総数 ８０ ７５  ７７ 

 

金島こども園（移行前施設名 金島保育園）      北部（供給不足区域） 

来年度残る在園児の数（見込）…2号４８人  3号２５人 

 申請数

（当初） 

利用定員

（調整後） 
積算根拠 

実利用者数 

（3か年平均） 

1号認定 １５ ９ 総数（実績）の 1割      ８８の１割 ＝９人以下 

園との協議により９人とする。 

 

2号認定 ５０ ５０ ２号認定の実績＝４６ 

９＋４６＋３０=８５（総数）→９０人（切り上げ） 

９０-９-３０=５１  

園の申請が５０人のため申請どおり５０人とする 

４６ 

3号認定 ３０ ３０ 園の申請どおり３０人とする ４２ 

総数 ９５ ８９  ８８ 

資料２ 


